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文化経済学事始

梅梓忠夫先生が逝かれた。1990年代の初め、私たちが

文化経済学会を創設しようと奔りまわっていた頃のこと

である。学会を創るには、この領域の先覚者に推進への

ご同意を頂かねばならない。資生堂の福原義春先生に、

まず、お願いした。

京都大学時代の先輩であった山田浩之教授からは、梅

樟忠夫先生をご推薦いただいた。

『梅樟忠夫著作集』（中央公論社、別巻、総索引刊行日付は

1994年）、第21巻、114ページには、「文化経済学会」と

題して、つぎのような記述がある。

「文化と経済の関係ははなはだとらえにくいものであ

る。経済的な基礎がなくては、文化的活動は、とうてい、

なりたたない。しかしながら、文化的活動は経済には寄

与しないものと考えられている。……経済界では‘文化’

を口にするのはタブーであった。経済学においても文化

は経済外の現象として、まったくとりあっかわれていな

いのであった。」

日本でも、文化経済学会が1992年3月末に東京で発足

したと、指摘されてから、つぎのように述べられている。

「私は山田浩之教授の誘いを受けて、その設立発起人の

ひとりとなった。」

「その前途におおいに期待を持っている。」（著作集、第

21巻、114ページ）

先生は、文化資源の経済的価値は非常に大きなもので

あるとお考えであった。その事例としては、山田教授の

ご協力で、国立民族学博物館の建設投資の経済的な効果

について産業連関表を活用して詳細に研究された成果が

ある。1983年に公刊された、日本最初の『文化経済学事

始』学陽書房、によれば、文化施設への建設投資は、道

路投資の経済効果を上回る。先生は大規模な文化施設よ

りも、小規模で分

散的なものが各地

の固有の文化に根

ざして発展する事

を期待された。

いわば、都市や

地域の経済に貢献

する文化施設の発

展である。著作集、
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池上悸

21巻では、都市の　　　　　　写真提供：国立民族学博物館

本質は産業ではなく、神殿、つまり、社会の理想像を文

化的（かつては宗教的）なかたちをとって発信する空間

であることが指摘されている。文化施設は、例え、ハコ

モノではあっても、理想社会を象徴する、美的なもので

あるべきで、それが、各地にあって、ギリシャ時代の神

殿のように、その地に固有の文化情報を発信し、都市発

展の基盤となり、情報産業を起す。情報産業が創造的な

文化的価値を生む。この文化的価値を媒介として、人々

は道徳社会を構築し、これによって、農業や工業を制御

しながら地域経済の発展を実現する。このように期待さ

れていた。産業を制御する文化なくしては、人類の福祉

も都市の発展もない。まさに革新的な思想である。農業

であっても、文化的価値による制御なしには、自然破壊

をもたらしかねない。先生は、日本の江戸時代は、この

ような制御が実現した時代と見ておられた。

残念ながらときの政府は、梅梓先生の「心の糧を斎す

文化施設論」を悪用して、建設会社本位の建設を主導し、

自治体に巨額の借金を残し、閉鎖などによって、地域経

済の不況と公務員の削減に繋がる結果を招いた。深く反

省すべきことであろう。

的確な文化資源の活用は、各地に永続的な経済的価値

を斎す。この思想は、祭や地場産業などの再評価を通じ



て実証可能である。いまこそ、文化経済学会の総力を挙

げて研究すべき課題でもあろうか。

文化経済学の新たな地平

先生は、生態学の研究から出発されて世界の砂漠地帯

を現地調査され、限界状況に生きる生物の世界、その棲

み分けや共生の構造を解明された。

その鋭い眼差しは、生態学から、文化人類学に発展し、

人類の‘生の営み’と、その‘生きざま’にかかわる経

済理論を開発されている。先生の文化人類学的経済学は、

極限的な資源不足のもとで、最小のエネルギーで、生命

と生活の最高の成果、創造的な成果をあげる人間の関係

性、言語・コミュニケーションの特質、その各地におけ

る固有の質の解明であった。

家族から発して、地域の多様な‘っながり’や　■ひろ

がり’への冷静な観察と理論化は、各地に固有の■営み’

を相互に理解しうる共通語、エスペラント語を媒介とし

て可能となる。この相互理解こそ、混沌と飛躍の中で、

人々の道徳的関係性を生み出し、安定した福祉の秩序を

生み出す。

この前人未踏の成果について、思想的系譜を辿れば、

J．ラスキンや、Wモリス、ライオネル・ロビンス、WG．

ボウモル、A．クラマーらの学術的伝統に行き着くだろう。

とりわけ、14巻、「情報と文明」には、情報の文化的

価値と、その社会的な評価に関する独創的な見解が示さ

れている。ここでは、情報の文化的価値は、モノの生産

と交換を前提とした契約社会のルールには馴染まず、「お

布施」と呼べるような心のこもった‘営み’として再生

される。それは、かつての高僧が人々に啓示したような

「心の糧」なりうる貴重な文化的情報の提供と、それに

対する享受人の‘感謝のしるし－　である。

お布施の貨幣額は、ここでは、情報の発信者と享受者

2010年度秋の講演会は、新潟県柏崎市で開催

をつなぐ文化的価値のシンボルとなる。人間による道徳

社会の形成と、そのなかでのすみわけ、共生のシンボル

としての「格」の存在。これは、素晴らしい発見である。

この見解も、また、歴史に残る梅樺経済学の成果であ

ろう。

私は、多くの師に恵まれたが、梅樺先生からは、直接

に対面を願い出てご指導を受けていない。御著書を拝読

し、拙い著作を送りし、礼状をいただき、ご講演に接し、

文化政策・まちづくり大学院大学など、設立のご相談を

書簡でお願いしていた。「経過と結果は報告するように」

とのご示唆をいただきながら、私の不徳でいまだに実現

しないままとなってしまった。力不足である。お詫びあ

るのみ。

いま、先生の不肖の後進として梅樟経済学の真髄を、

さらに、研究し、国際学会誌に記憶させること、また、

多くの推進者と共に、格の高い文化政策大学院大学を構

築すること。そのために一層、努力することをご報告し

てお許しを頂きたい。合掌。

故梅梓忠夫顧問の略年譜

1920（大正9）年　京都市生まれ

1943（昭和18）年　京都大学理学部卒業

1949（昭和24）年　大阪市立大学理工学部助教授

1961（昭和36）年　理学博士

1965（昭和40）年　京都大学人文科学研究所助教授

1969（昭和44）年　京都大学人文科学研究所教授

1974（昭和49）年　国立民族学博物館初代館長

1983（昭和58）年　財団法人千里文化財団会長

1992（平成4）年　文化経済学会＜日本＞顧問

1993（平成5）年　国立民族学博物館顧問、同名誉教授、

稔合研究大学院大学名誉教授

1996（平成8）年　京都大学名誉教授

2010（平成22）年7月3日　逝去90歳

文化経済学会＜日本＞2010年秋の講演会

「日本から世界へ：海夕伸二広がる日本の食文化」

柳呑市は新潟県中越地方にある人口約8万人の市です。　れは、新潟に暮らす私たちにとっての日々の豊かさであ

新潟といえば「水と空気が美味しく、お米とお酒ができ　　り、誇りでもあります。そしてそのような食文化の豊か

るところ」です。すなわち食文化の豊かな地域です。そ　　さと、それを背景に、新潟の「お米、日本酒、そしてお
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菓子作り」は、国際化のますます進むこれからの時代を

前に、何を見つめ、どう活路を開こうとしているのか。

そのような食文化の広がりと、そこに息づく経済活動の

営み、想い、そして文化というものを、改めて認識する

場になればと思います。

14：00～14：05 丶ｨ檍街����ﾔﾉ�ﾈ�)&ｨ���hｨ8蝌ｼi�Xｧxｧy+x�｢�

14：05～14：10 俎X��(��櫁,�.x-�,�:)�,ﾈ譏檍�(��樞�

EⅡ辺新潟の米、そして酒

14：10～14：30 俎X���Y�hｨ9¥H,ﾉ(hﾙ�t��,ﾈ竧.��x-ﾘ�b�
藤巻伸一（新潟県農林水産部食品・流通課） 

14：30～14：50 俎X�(�Y?ｩgｸ��,ﾉt��,ﾈﾋｸ�8,hﾚ�ﾎ8,ﾈ竧.��x-ﾘ�b�
遠藤好一（朝日酒造㈱営業部） 

14：50～15：05 傅ﾉ:)���7�6ﾈ8ｸ6h4(5�4ｨ6(5h8x98�ｨ譏���i�ｩk����hｨ9�Xｧx�ｻ8��｢�

EE遜食文化の行き来と海外への視座

15：10～15：30 俎X�8�Y~)lｸ�ﾉ?ｩgｸ,儘ﾈ-ﾈ,�+ﾘ��fｹ*����h-ﾈ.ｨ,ﾉ{�ﾘ�b�
蓮池薫（新潟産業大学専任講師） 

15：30～15：50 俎X�H�X7X8ｸ7ｸ98,ﾈ攪��ﾞﾈ.�,h､8､�5x､ｨ���閏h嶌,�,(*(,H�b�
片桐民生（㈱ブルボン国際企画部） 

15：50～16：20 傅ﾉ:)�*�.h-��9�ﾉ4�,�:)���7�6ﾈ8ｸ6h4(5�4ｨ6(5h8x98�｢�

16：30－17：30 「綾子舞」（国指定重要無形民俗文化財）公演

＊途中、17：10発路線バスをご利用される方のための小休憩あり

17：10　　新潟産業大学発柏崎駅行き路線バス最終便（大阪まで当日に帰られる方はこのバスをご利用下さい）

17：30～18：30　理事会（一般会員の方は土産物および書籍購入等）

18：40　　チャーターバス（柏崎駅には19‥00頃到着）

19：11　名古屋まで当日に帰られる方：柏崎発JR最終列車

19：52　　東京まで当日に帰られる方：柏崎発JR最終列車

■場所　　新潟産業大学A21教室／講堂

■参加費　一般1，000円、学生500円（当日受付でお支払いください）

■懇親会19：00～20：30　レストラン「サンブン」（柏崎駅より約5分、柏崎市産業文化会館内）

胃参加費　一般5，000円、学生2，500円（当日受付でお支払いください）

■エクスカーション

11月7日（日）原酒造㈱（柏崎市内の日本酒醸造元）見学

11月7日は）荻の島地区（萱葺き屋根の古民家の並ぶ集落）等見学
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▲ン電子メールでのお申込み

事前に以下の情報をそえて電子メールにてお申込ください。

①参加者氏名　②連絡先（住所、電話番号）

③懇親会参加の有無（彰その他連絡事項

OFAX・郵送でのお申込み

同封の申込フォームに記載の上、お送りください。

申込先：新潟産業大学江口研究室

〒945－1393新潟県柏崎市軽井川4730

C＞mail：eguchi＠econ．nsu．ac．jp

FAX：0257－22－1300（新潟産業大学）

エクスカーションのお知らせ

○原酒造㈱酒蔵見学

■日時11月7日（日）10：00　現地集合

＊11：00過ぎ頃終了

霊場所　原酒造㈱（柏崎駅より徒歩7－8分）

t参加費　無料　、

■参加定員　なし

エクスカーションAコースでは柏崎の誇る酒蔵の一

つである原酒造㈱の酒蔵を見学します。原酒造は柏崎市

内にある4つの酒蔵の中で最も大きな酒蔵で、「越の誉」

というブランドの日本酒が有名です。

また原酒造は、先の中越沖地震の際、壊滅的な被害を

受け、連日、テレビのニュース等でもその様子が報道さ

れました。

文化経済学会＜日本＞の会員の皆様には、柏崎の代表

的な酒蔵である原酒造を訪問してみて頂きたいと、願っ

ております。

○荻の島（かやぶき屋根の古民家の並ぶ集落）＆
越後妻有交流館「キナーレ」見学

｛日時11月7日（日）9：30－15：00頃

（柏崎駅より大学のバスにより移動）

■場所　新潟県柏崎市高柳地区

（柏崎中心街より車で1時間）

t参加費　キナーレへの入館料（300円）等がかかります。

t参加定員　28名（先着順）

柏崎市高柳地区にある、かやぶき屋根の古民家が暮ら

しの中で今も「現役」として並んでいることで有名な

「荻の島」という地区を訪れます。この地域は、柏崎駅

江口　潜（新潟産業大学経溝学部准教授）

から自動車で1時間程かかる地域であり、新潟県に旅行

に来ても実際に訪れる機会はなかなか得られません。こ

の機会に、是非「かやぶき屋根」の古民家の並ぶ集落を

訪れられてはいかがでしょうか。

なお、「荻の島」地区を見学した後、バスは十日町市

にある越後妻有交流館「キナーレ」に向かい、そこから

JR「ほくほく線」の発着する「十日町駅」および上越新

幹線「浦佐駅」までお送りします。なお詳しい旅程と時

間は「エクスカーション申し込みフォーム（別紙）」に

記されていますので、ご確認ください。

・ン電子メールでのお申込み

講演会へのご参加申し込み時に、hコース」または

「Bコース」のいずれにご参加を希望されるか、明記し

て下さい。

・ンFAX・郵送でのお申込み

講演会への申し込み時に、同封のエクスカーション申

込フォームに記載の上、お送りください。

※Bコース（先着順）に申し込まれた方には、申し込みが受

理されたかどうかは、こちらよりご連絡をさせて頂きます。

申込先：新潟産業大学江口研究室

〒945－1393新潟県柏崎市軽井川4730

e－mail：eguchi＠econ．nsu．ac．jp

FAX：0257－22－1300（新潟産業大学）

■お問合せ　上記電子メールまたは、

電話　0257－24－8497（研究室直通）
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■JR信越線　柏崎駅南口から路線バスでおよそ20分

●路線バス（土曜日のダイヤ）

柏崎駅南口発 ��hｨ8蝌ｼi�Xｧy(R�新潟産業大学発 僮�ﾞ�y>ﾈﾏｹ(R�

11：45 ��(�c�b�16：35 ��h�cSb�

12：20 ��(�cC��17：10 ��x�c32�

13：20 ��8�cC�� 

14：25 ��H�cCb�

＊講演会終了後、柏崎駅行きバスを運行します。

●新潟産業大学・柏崎駅周辺宿泊場所

宿泊施設名 僮�ﾞ�x*�.r�電話番号 

○ �7ｨ6X8ｸ6ｨ8X�ｸ4�8ｨ�ｸ99I�ﾞ��徒歩1分 ��#Sx�ﾃ#H�ﾃ�����

○ �7ｨ6X8ｸ4�8ｸ7H4��ｸ8�99I�ﾞ��徒歩1分 ��#Sx�ﾃ#H�ﾃ��#"�

◎ �7ｨ6X8ｸ5H985h884898�僮�ﾞ��｢�徒歩1分 ��#Sx�ﾃ#8�ﾃ�#���

0 �7ｨ6X8ｸ8ｸ�ｸ6x48985(�ｸ6yI�ﾞ��車で10分 ��#Sx�ﾃ#��ﾃ���R�

＊宿泊場所の手配は個人でお願いします。

NE〝SbrCu血相JEconom／cs

2012年度軟の講演会　開催地公募のご案内

現在、文化経済学会＜日本＞では上記事業の開催地を公

募しております。皆様の積極的なご応募を期待します。

■応募方法「（1）応募申込用紙」「（2）応募企画書」の2点

をお送り下さい。各応募用紙の内容については下部参照

のこと（形式は問わず）。書式の見本は

＜http：〝www．JaCe．gr．jp＞

こちらからダウンロードできます。

■応募資格　会員であること

■応募〆切　2010年10月28日（木）必着

｝送付先info＠jace．gr．jp　もしくは

〒160－8374東京都新宿区西新宿6－12－30

芸能花伝舎2F（社）芸団協内

文化経済学会＜日本＞事務局宛

▲ン開催地および担当理事の担務

研究大会もしくは秋の講演会の運営にかかる全般

（パネリストなどへの交渉、会場設営、受付・分科会など

準備と対応、アルバイトなどの人手の確保など、必要な場

合には助成金の申請など）

事務局は基本的に会員向けの広報、参加申込の集約、会

場設営などについての助言、当日受付のサポート、予算内

の会計の精算を担当します。

○応募に必要な書類2点の内容

（1）応募申込用紙

1）応募者氏名、所属、会員番号、連絡先住所、電話番

号（開催の責任を引き受けられる会員であること）

2）担当理事候補著名（あらかじめ理事の協力が得られ

る場合はその氏名を記入。無い場合は空欄で良い）

3）開催候補場所名（大学、文化施設など、会場となる

場所の名前）、所在地（住所、電話番号）

※懇親会会場が別の場合は、その会場名、所在地

（2）応募企画書

形式は問いませんが、もれなくご記入下さい。

『軟の講演会

○秋の講演会 テーマ案 ��Yj9|ﾘ*�.�6X�ｸ7ﾘ/�ｯｩ�(+x.��"�・ただし、採用後、理事会等の協議により変更が 

加えられる可能性がある。 

◎会場の概要 ��Yj9|ﾘ*�.���ｨ/�ｯｩ�(+x.��"�

①講演会が開催できる100人程度収容可能な 

集会室1室 

（注1） ��yﾘ馼檍/�:�隍ｨﾜ8+x.�,ﾈ,X��yﾘ馗3�kﾉ/i7�*｢�

会議できる部屋1室 
・会場までの交通 

◎大会実施 ��X咎^X�(/�(i�8,俎X�檍/��ｸﾗ8+x.�,ﾈ,儺ｹwh,溢��

体制 倡ｹ�ﾉ�x/�/�粂+x.��"�

○開催にあた ��X*(*�,冕9|ﾙ4�,磯hｼh/�/�粂,X*ｸ.�*���+ｸ,ﾉtH犬�

っての抱負 ��ｸ��4�8ｨ5x6�8ｨ6X4(,�,x,ﾉ/�粂/�ｯｩ�(+x.��"�

（注1）候補会場の状況をご記入ください。あるいは、会場地図に収容人数・

用途など（後程会用・理事会用・懇親会用、プロジェクター・スクリーン
の有無など）を明記して、涛付してください。
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｛参考資料　過去の＜研究大会／秋の講演会＞会場一覧

●研究大会

2002 做�68ﾊr�たざわこ芸術村 

2003 ��8圷ﾊr�静岡文化芸術大学 

2004 俥仂ｨﾊr�跡見学園女子大学 

2005 �+偃hﾊr�米子コンベンションセンター 

2006 兀�ｨﾊr�久留米大学 

2007 俥仂ｨﾊr�埼玉大学 

2008 冉ｸ､9;��北海道大学 

2009 弍)Xﾈﾊr�可児市文化創造センター 

2010 兌ｨﾌ侈r�兵庫県立大学 

2011 �I&ﾘﾊr�名古屋大学 

2012 仍�79Wｲ�同志社大学他 

2002 仍�79Wｲ�京都市国際交流会館 

2003 兌ｨﾌ侈r�神戸研究学園都市大学交流センター 

2004 ����ﾈﾊr�金沢21世紀美術館 

2005 �8ﾈｹ�72�芸能花伝舎 

2006 俘)&ﾘﾊr�ヨンデンプラザ 

2007 �伜(ﾊr�瑞龍寺 

2008 亶ｸ�侈r�せんだいメディアテーク、東北大学 

2009 ��8圷ﾊr�静岡文化芸術大学 

2010 ��hｨ8ﾊr�新潟産業大学（今秋開催予定） 

2011 �8ﾈｹ�72�青山学院大学他 

2012 ��公募 

文化経済学全く日本＞第Ⅹ期新役員が決定

文化経済学会＜日本＞第Ⅹ期（2010－2011年度）の新役

員が決まりました。4月2日に開催された第Ⅸ期第8回理

事会において、先に行われた役員選挙の結果を踏まえ、新

役員が別表のとおりになりました。また、7月3日の第Ⅹ

期第1回理事会において、河島伸子理事が理事長に選出さ

れました。（・10年7月3日理事会承認）

■文化経済学全く日本＞第Ⅹ期（2010－2011年度）新役員

会長 佩9:������埼玉大学 

副会長 ��I�YuIEb�名古屋大学 

理事長 �ﾙ8y�ﾈ���同志社大学 

個人理事 冲ﾉF顯儘r�兵庫県立大学 

井口典夫 ��(�(ｧx���Xｧr�

井口貢 �:�X���Xｧr�

伊藤裕夫 傅ｨ�)�Xｧr�

衛霹己生 �(髦�9[h峪���(5ｨ985��ｲ�

小野田泰明 �8ﾉfｹ�Xｧr�
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個人理事 兢��)_)]ﾂ�静岡文化芸術大学 

勝浦正樹 冖ﾈ���Xｧr�

加藤種男 �4�5H7�7(�ｸ8ｸﾇﾈ��[h嶌ﾞ�&2�

川崎賢一 仞��)�Xｧr�

北村裕明 俾�棠�Xｧr�

草加叔也 ��冲ﾈ�ｨｿ8ｭI���(ﾊHｸh��

小林真理 �8ﾈｹ��Xｧr�

阪本崇 仍�78ｻI�Xｧr�

佐々木晃彦 仞8�(ｺIzy�Xｧr�

佐々木亨 ���fｸ､9;��Xｧr�

佐々木雅幸 ��Xﾞ8�9zy�Xｧr�

澤村明 ��hｨ9�Xｧr�

鈴木溌二郎 ��8圸[h嶌ﾇﾈ���Xｧr�

徳永高志 ���<�ｨ��ｨ4��ｸ6t���4ｨ5(4��

友岡邦之 俘(ﾞ依ﾉ-��Xｧr�

永井多恵子 兌hｻ85x88�ｸ6�8ｨ5�6r�

中川脚． �.�,ｸ�)�Xｧr�

中谷武雄 仍�78ｶｹ�Xｧr�

野田邦弘 �+偃i�Xｧr�

端信行 兌ｨﾌ侈yzy��讖H饂渥��

藤野一夫 ���ｹ�Xｧr�

藤原去洋 仞8�)�Xｧr�

増淵敏之 囘��ﾙ�Xｧr�

松本茂嚢 俘)&ﾘﾊyzxﾘ)&ﾘ����Xｧr�

美山良夫 佝9ﾎHｶ���Xｧr�

八木匡 �:�X���Xｧr�

山田太門 ���ｩLｨ��&9d��ﾈ�ｨﾏhｺHﾆ��xﾊHｸh��

大和滋 ��倆��ｩ?ｩgｸﾇﾉEﾈ���彿&9�ﾈｺhﾊｨ橙�

吉本光宏 ��乘H�ｨ6ｨ6(5ｨ48ｮ��(ﾊHｸh��

苦松美黄 �?ｩgｸ����ﾈ孜�Xｧr�

個人監事 亳y69��&｢�京都大学 

団体理事 ��乘H�ｨ���i;��

（社）日本芸能実演家団体協議会 

（牡）文化科学研究所 

団体監事 ���(�ｨｮ仂h8�5ｨ6仄hｶ8橙�

顧問 �'(�9=R�京都大学名誉教授 

梅樺忠夫（丼） 俛�zyj���ｧyH饂渥��

倉林義正 �ｨｻI�Xｧykﾉu�8��

中村隆英 �8ﾈｹ��Xｧykﾉu�8��

永山貞則 ��俥��ｩ?ｩgｹ9ﾘﾇhｺh橙�

福原義春 ��倆��ｨｮ仂h8�5ｨ6仄hｶ8橙�

松田芳郎 ��)�委izy�Xｧxｻ8��

山田浩之 仍�79�Xｧykﾉu�8��

※勤務先名称などは2010年6月23日現在のものです。

※梅棉忠夫先生は2010年7月3日にご逝去されました。心より哀悼の意を

表し、ご冥福をお祈り申し上げます。



決算報告

神戸大会で開催された稔会で、2009年度収支決算および2010年度収支予算が承認されました。（2010年7月4日）

蒙文化経済学会＜日本＞2009年度収支決算書（2009．4．1－2010．3．31）

＜収入＞ 冰ﾈ螽ｧ｢�決算額 

会費収入 塗�3����3����5，210，000 

個人会費 塗�33���3����4，710，000 

団体会費 鉄���3����500，000 

研究事業収入 ���3����3����985，950 

大会参加費など ���3����3����985，950 

助成金 ���0 

普及事業収入 ���3S���3����1，019，320 

講演会参加費など �����3����143，000 

出版物収入 �����3����0 

学会誌収入 ���33���3����876，320 

雑収入 ����3����2，027 

事業調整積立金取崩 ���320，082 

当期収入合計 祷�33���3����7，537，379 

前期繰越金 涛s��3鼎"�979，942 

収入合計 ����3#��3鼎"�8，517，321 

昂貸借対照表（2010．3．31）

＜支出＞ 冰ﾈ螽ｧ｢�決算額 

研究事業費 滴�3����3����3，842，498 

研究大会 ���33���3����1，262，370 

論文集 �8�3����3����1，911，000 

編集費 �3���3����290，370 

送料・ �#���3����378，758 

普及事業費 �3���3����261，139 

講演会 �3���3����261，139 

広報費 ���3#���3����935，508 

ニュース 鉄���3����480，900 

編集費 �#S��3����252，000 

インターネット ��S��3����137，444 

送料 �3���3����65，164 

学会運営費 �8�3sc��3����3，478，176 

理事会 �����3����141，402 

理事会交通費補助 涛���3����686，760 

20周年記念事業準備費 �����3����25，807 

名簿 �3S��3����157，794 

事務委託 �3c��3����538，113 

臨時雇賃金 ���3c���3����1，694，710 

通信費 ��S��3����128，823 

消耗品費 ��S��3����67，898 

雑費 鉄��3����36，869 

予備費 �#��3鼎"�0 

事業調整積立金繰入 �#���3����0 

当期支出合計 ����3#��3鼎"�8，517，321 

当期収支差額 ��ﾃ都��3鼎"�－979，942 

次期繰越収支差額 ���0 

合計 ����3#��3鼎"�8，517，321 

資産の部 劍��ｷ�-��9j�ﾞ�蝌,ﾉYB�

2008 �#���� �#����2009 

現金 ��#8�33�b�135，843 儿俐)j)ZXｾ��1，739，557 ���3C���3�3B�

銀行普通預金 ���3C#H�3#3��378，713 ���8ｾ��0 ���

銀行定期預金 �(�3S�h�3Csb�2，530，309 况�.粟��0 ���

郵便振替口座 未収入金 鼎C��3����SC��3����76，880 378，000 倆�?ﾈｾ���9j�ﾞ�蜥�　0 3，304，556 �����(�3����3����

合計 店�3�CH�3��2�3，499，745 俘xﾇb�5，044，113 �8�3C祷�3sCR�

7



■文化経済学会＜日本＞2010年度収支予算書

＜収入＞ �#��冰ﾈ螽ｧ｢�2010予算額 

会費収入 塗�3����3����7，770，000 

個人会費 塗�33���3����7，270，000 

団体会費 鉄���3����500，000 

研究事業収入 ���3����3����1，000，000 

大会参加費など ���3����3����1，000，000 

助成金 ���0 

普及事業収入 ���3S���3����1，150，000 

講演会参加費など �����3����100，000 

出版物収入 �����3����50，000 

学会誌収入 ���33���3����1，000，000 

雑収入 ����3����10，000 

事業調整柵立金取崩 ���0 

当期収入合計 祷�33���3����9，930，000 

前期繰越金 涛s��3鼎"�0 

収入合計 ����3#��3鼎"�9，930，000 

霊20周年記念事業概算予算書

1．＜収入＞ ��

文化経済学全く日本＞自己資金 ���3S���3����

参加費（国際学会） 滴�3S���3����

同志社大学 鼎���3����

収益金①（公開シンポジウム参加費） 滴�3����3����

収益金②（広告費） 

収益金③（寄付金） 

収益金④（助成金） 

小計（1） ����3S���3����
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＜支出＞ �#��冰ﾈ螽ｧ｢�2010予算額 

研究事業費 滴�3����3����4，300，000 

研究大会 ���33���3����1，300，000 

論文集 �8�3����3����2，500，000 

編集費 �3���3����300，000 

送料 �#���3����200，000 

普及事業費 �3���3����300，000 

講演会 �3���3����300，000 

広野草 ���3#���3����1，130，000 

ニュース 鉄���3����480，000 

編集費 �#S��3����250，000 

インターネット ��S��3����200，000 

送料 �3���3����200，000 

学会運営費 �8�3sc��3����3，810，000 

理事会 �����3����100，000 

理事会交通費補助 涛���3����700，000 

20周年記念事業準備費 �����3����0 

名簿 �3S��3����550，000 

事務委託 �3c��3����360，000 

臨時雇賃金 ���3c���3����1，800，000 

通信費 ��S��3����150，000 

消耗品費 ��S��3����100，000 

雑費 鉄��3����50，000 

予備費 �#��3鼎"�40，000 

事業調整棟立金繰入 �#���3����350，000 

当期支出合計 ����3#��3鼎"�9，930，000 

当期収支差額 ��ﾃ都��3鼎"�0 

次期繰越収支差額 ���0 

合計 ����3#��3鼎"�9，930，000 

2．＜支出＞ ��

国際文化経済学会 嶋�3����3����

国内企画関連事業 ���3����3����

20周年記念出版費 ���3����3����

予備費 鼎���3����

小計（2） ����3S���3����

3．＜収支＞

小計（1）－（2）
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㊥学会誌「文化経済学」編集委員会より

「文化経済学」は、年2回発行され、年2回の区切りで投稿論

文を受け付けています。

第8巻2号 ��c亂｣�ﾘb�

（通巻31号） ���,ｨｪ｣3(ﾘh�｢�

締切 刔�h4x986x8ｨ�ｲ�2011年1月未 �#���D繆ﾈ駛"�
論文提出 �#���D�8ﾈ駛"�2011年9月末 

＜応募＆掲載条件＞本学会員に限られます。掲載には、査読

委員の審査を経て掲載が安当と認められること、掲載料をお支

払いいただくことが条件となっています。（2ページ毎に6，000円、

ただし、50部の抜き刷りを配布いたします）

＜応募方法＞ⅣⅨ、e－mail、郵送のいずれかで、右記7点を事

務局までお送りください。

①応募日付　②応募音名　③会員番号　④所属　⑤タイトル

⑥論文要旨（400字程度）⑦応募者連絡先

＜応募にあたっての留意事項＞

・過去の研究への言及と、従来の研究の流れの中での自己の研

究の位置づけ、または独自性が明確になっていること。

・論証や実証に必要な文献・資料の参照が行われていること。

・歴史的事実等については、事実が正確であるかどうかの確認

を行っていること。

・応募する論文は未公表のものであること、また、他の学術誌

等への投稿の予定がないものに限る。

・提出方法・原稿の形式などの詳細は、文化経済学会ウェブサ

イトをご参照ください。

http：〝www．JaCe．grjp／boSyLJ．html

会費納入のお願い

2010年度年会費の入金がお漬みでない会員の方はお振込みをお願いいたします。

2010年度年会費10，000円

口座名義　文化経済学会＜日本＞　ブンカケイザイガッカイ二ホン

口座番号　郵便振替口座　00150－か606423

ゆうちょ銀行　019（ゼロイチキュウ）店　当座　0606423

みずほ銀行　新宿新都心支店　普通1424794

※ご都合の良い方法でお振込み下さい

※退会をご希望の場合、「退会届」をFAX・郵送・E－mailにてご提出下さい。

会費をお支払にならないだけでは退会の扱いとはなりませんのでご注意下さ

い。理事会での承認を経て、正式に退会となります。

退会届　①氏名　②会員番号　③所属　④連絡先　⑤退会理由

第Ⅹ期第1回理事会

2010年7月3日（土）12：30～13：30　於）兵庫県立大学教育

棟Ⅰ－107教室　出席　24名、委任状7通、事務局1名

＜第1号議案＞会員の入退会について

入会16名　了承

退会11名　了承

退会保留1名

＜第2号議案＞理事会の構成と理事長の選出

卜理事会の構成

・前回の理事会で承認された理事構成が確認された。

9

ト理事長の選出

・会長の後藤和子氏の指名で、同志社大学教授の河島伸子氏が

全会一致で理事長に選出された。

＜第3号議案＞2009年度事業報告／2010年度事業計画・予算

（案）について

・別添資料「2009年度事業報告／2010年度事業計画・予算（案）」

をもとに報告がなされた。河島理事長から、昨年度の会費徴収

が159万円分滞っており、大幅な赤字となったこと、現在督促

中であり過年度分の回収作業が進行中であることが説明された。

また、全体に財政状況にゆとりがないため、今後、年4回発行

されるニューズレターの電子化（発行については会員にメール

で通知）を検討する必要があることが説明された。



く第4号議案＞役員の担務について

役員の担務について検討され、次のとおり決定した。

担　務 �ﾘｯｩ%99iyﾘ駟kﾂ�

研究大会 �#���D�7��H�Y�I�YuIEb�
2012年度…中谷武雄 

秋の講演会 �#���D�7��8皐ﾏｹ5IWh�Y�ﾙZ9W�Eb�
2012年度‥・未定 

学会誌編集委員会 傚���8��兢(�+x�ｨ�Yth圸dﾙEh�偃Xｫ(�｢�

広報・ニューズレター �;�俘(躪�Xﾛ(�盈飴ﾈ�YOﾈ�)|yWh�R�
※4名で 各1号×2ヶ年担当 亳ygｸﾏXﾔr�

インターネット ��i�ｩk��

国際学会対応 佩9:������X憖8y�ﾈ���

学術会議 伜)69�駭R�

総　　務 兢��)�y^8�Y�Y�����

＜第5号議案＞2010年度秋の講演会について

新潟産業大学より代表者の出席がなかったため、説明資料を

配布し、事務局より準備の進捗状況について補足説明があった。

＜第6号議案＞20周年記念事業について

・草加理事（20周年記念事業事務局長）より、国際交流基金の

「特定寄付金制度」に申請することにより会員等の個人、あ

るいは法人からの記念事業に対する寄付金の税制上優遇措置

が受けられるというメリットがあること、10月1日の正式申

請を目標として準備を進めているという説明があった。

・野田理事から、国際交流基金にとって、この制度のメリット

はどこにあるのか、参考までに知りたいという質問があった。

これに対しては、後藤会長、草加理事等より、国際交流基金

において自らの出費はなしに、事業規模が拡大すること自体

に大きな意義があるからではないか、という返答があった。

・国際交流基金からは、京都での国際学会に関しても助成金を

受けたいため、今後、三年間の事業計画をもち、2011年度に

はアジア・ワークショップを開き、2012年の本大会、2013年

のワークショップへ、と連続性のある事業計画をもって申請

していくという報告が河島理事長からあった。このアジア・

ワークショップ企画は、ACEIのザノーラ会長からの依頼でも

あり、当学会としても積極的に取り組むべき事業であること

が説明され、了承された。

＜第7号譲葉＞横断型基幹科学技術研究団体連合への加盟につ

いて

・本件については審議の時間がなく、次回に持ち越された。

・山田太門理事より、日本経済学会連合への加盟を検討して欲

しいという要望があり、これについて取り組むことが了承さ

れた。
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その他

ト2011年度研究大会（名古屋大会）

清水副会長から概要説明があった。

ト22年度科研費審査結果報告（学会誌）

採択されなかったが、次年度以降も申請は続けていくことが

大和絵務担当理事から報告された。

ト顧問の退任、就任について

三善晃氏（作曲家）が健康上の理由により、辞任された旨、

今期より顧問に新たに松田芳郎氏（青森公立大学）が就任され

た旨の報告があった。

入退会情報（敬称略）

（車第Ⅹ期第1回理事会（2010．7．3）にて承認

也青木恵之祐（三井不動産（株）S＆E総合研究所主任研究

員）／／油津紫′／歌川光一（東京大学大学院）／／梅澤精（新潟

産業大学経済学部教授）／金美林（慶應義塾大学メディアコ　、一

ミュニケーション研究所研究員）／木村雄一（埼玉大学教育学

部准教授）／久木元拓（首都大学東京システムデザイン学部准

教授）ノ′／畔柳千尋（養寿寺文化・広報部）／関口駿輔（法政大

学大学院経済学研究科博士後期課程）ノ／仲村敏隆（事業創造大

学院大学教務課）　服部一史（（株）電通京都営業局局長）／日

置一勝（（財）神戸市民文化振興財団事業部（神戸文化ホール））

／堀口譲司（（株）竹中工務店設計部部長）／前田百恵（かすが

い市民文化財団）　正木種（中京法律専門学校専任講師）ノ／鷲

尾裕子（松蔭大学観光文化学部専任講師）

田須田稔　吉原籠介　酒井ゆき　金川幸司　池谷成典／／

山本桂／／上田香奈　仲野佳子　丹下甲一　木下草／蒲池卓巳

ご寄贈ありがとうございました。

「ワ一ク・ライフ・バランスと日本人の生活行動」永山貞則・

勝浦正樹・衛藤英達著、（財）日本統計協会、2010年4月＜著者　一・′

寄贈＞
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